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令和 7 年度
施政方針
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の
ま
ち
を
目
指
し
、

の
ま
ち
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
の
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
の
方
針

施政方針施政方針

　
令
和
７
年
度
は
、
仙
北
市
が
誕
生
し

て
か
ら
20
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
年
で
あ
り
、
今
後
の
10
年
、
20
年

を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
と
市
政
運
営

を
加
速
さ
せ
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な

年
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
は
市

役
所
に
対
し
て
「
も
っ
と
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
」、「
も
っ
と
私
た

ち
を
頼
り
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思

い
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、「
幸
福
度
全
国
N
Ｏ
・
1
の

ま
ち
」
を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
を
全

職
員
が
共
有
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
己

研
さ
ん
と
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

　

社
会
情
勢
を
見
れ
ば
、
国
外
で
は
、

３
年
が
経
過
し
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
侵

攻
な
ど
に
起
因
す
る
不
安
定
要
素
が
続

き
、物
価
高
騰
が
長
期
化
し
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、

首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
が
深
刻
化
す
る

な
ど
、
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
大
き
く
依
存
す
る
脆
弱
な
財
政
構

 

政
策
の
基
本
方
針

 

4
つ
の
重
要
方
針

造
、
病
院
事
業
の
経
営
再
建
、
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
の
解
体
・
修
繕
と
い
っ

た
課
題
に
加
え
、
自
然
災
害
や
異
常
気

象
へ
の
備
え
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に

対
応
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
令
和
６
年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
行
財
政
改
革
や
公
共
施
設
の
見

直
し
な
ど
、
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
拡
充

や
、
県
内
ト
ッ
プ
と
な
る
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
の
達
成
、
新
た
な
道
路
整
備

計
画
の
具
体
化
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘

致
、
県
内
初
の
医
療
Ｍ
ａ
ａ
S
車
両
の

導
入
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
誘
致
の
進
展
な
ど
、
未
来
へ
の
希
望

を
生
み
出
す
成
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。 

　
改
め
て
「
不
退
転
の
覚
悟
で
挑
戦
と

改
革
を
断
行
す
る
」
方
針
を
胸
に
刻
み
、

市
民
の
幸
福
度
向
上
と
地
域
を
次
世
代

へ
継
承
す
る
と
い
う
市
政
の
使
命
を
果

た
す
た
め
、
令
和
７
年
度
も
市
役
所

が
一
丸
と
な
っ
て
前
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
「
幸
福
度
全
国 

N
Ｏ
・
１ 

の
仙
北
市
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
一
層
加
速
す

る
た
め
引
き
続
き
、
以
下
の
４
つ
の
重

行
財
政
改
革
の
深
化

　
令
和
７
年
度
は
、
攻
め
の
方
針
と
し

て
「
観
光
産
業
並
び
に
情
報
産
業
の

活
性
化
に
よ
る
若
年
層
の
雇
用
促
進
」、

「
徹
底
し
た
子
育
て
支
援
」、「
全
市
民

が
健
康
を
実
感
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
」
の
３
つ
を
掲
げ
、
一
方
で
「
公
共

施
設
な
ど
の
中
長
期
的
な
視
点
に
基
づ

く
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」、「
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」、「
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
人
材
確
保
」
の
３
つ
を
守
り
の

方
針
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
総
務
省
地

域
力
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
細
川

甚
孝
政
策
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご
協

力
の
も
と
、
攻
め
と
守
り
の
両
面
か
ら

改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
※
１
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

活
用
し
た
３
か
年
単
位
の
長
期
的
な
見

直
し
と
、
※
２

O
O
D
A
ル
ー
プ
を
用

い
た
短
期
的
な
見
直
し
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
無
駄
の
削
減
は
も
ち
ろ

ん
、
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
的
な
投

資
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
部
局
ご
と
の
経
営
方
針
シ
ー
ト
を

基
盤
に
大
幅
に
見
直
し
た
総
合
計
画
の

も
と
、
各
施
策
や
事
業
に
設
定
さ
れ
た

経
営
目
標
達
成
指
標
（
K
G
I
）
お
よ

び
重
要
業
績
評
価
指
標（
K
P
I
）を
、

事
務
事
業
評
価
や
施
策
評
価
を
通
し
て

効
果
検
証
し
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的

な
市
政
運
営
を
追
求
し
ま
す
。さ
ら
に
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
を
統
廃
合
し
、

財
政
負
担
を
平
準
化
す
る
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
の
個
別
施
設
計
画

の
再
点
検
も
一
層
加
速
さ
せ
ま
す
。

※�

１
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
…「Plan

（
計
画
）→ 

Do（
実

行
）
→ C

heck

（
評
価
）
→ A

ction

（
改
善
）」

と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と

で
、
業
務
な
ど
の
改
善
や
効
率
化
を
図
る
考
え
方

の
１
つ

※�

２
O
O
D
A
ル
ー
プ
…O

bserve

（
観
察
）、

O
rient

（
状
況
判
断
）、D

ecide

（
意
思
決
定
）、

A
ct

（
行
動
）
の
4
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
繰
り
返
す
思

考
法

行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
基
本
方
針
と
し
て

国
が
掲
げ
る
「
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
、
時
代
に
即
し
た
取

組
を
進
め
る
と
と
も
に
「
仙
北
市
Ｄ
Ｘ 

推
進
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

　

住
民
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
各
種
申
請
や
届
出
な
ど
の

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

る
た
め
、
全
国
自
治
体
の
導
入
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。 

　

仙
北
市
公
式
L
I
N
E
の
配
信
可

能
人
数
は
、
昨
年
同
時
期
か
ら
７
０
８

人
増
え
、
８
５
５
７
人
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
行
政
情
報
を
迅
速
に

わ
か
り
や
す
く
配
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
導

入
し
た
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
既
に
災
害
時
の
情
報
共
有
ア
プ
リ

を
作
成
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
業
務
時
間
の
短
縮
や
負
担
軽
減

な
ど
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
ア
プ
リ
を

作
成
し
、
日
常
業
務
で
の
活
用
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

組
織
再
編
と
横
断
的
な
政
策
推
進

　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
令
和
７
年
４
月
に
組
織

の
ス
リ
ム
化
を
主
と
し
た
組
織
再
編
を

 

各
産
業
別
の
取
組
に
つ
い
て

情
報
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
関
連

　
従
来
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
加

え
、
地
域
の
経
済
や
生
活
環
境
の
創
生

に
資
す
る
幅
広
い
事
業
が
支
援
対
象
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
か
ら
名
称

が
変
更
さ
れ
た
「
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
」
を
活
用
し
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
誘
致

事
業
、
高
度
外
国
人
材
等
受
入
促
進
事

業
な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

 

観
光
、
文
化
振
興

　
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て
の
高
付
加

価
値
化
を
図
り
、
交
流
人
口
、
宿
泊
者

数
お
よ
び
観
光
消
費
額
を
伸
ば
す
こ
と

を
目
指
す
と
と
も
に
、
歴
史
的
文
化
資

産
の
保
存
・
継
承
と
活
用
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

 

農
業
振
興

　
令
和
６
年
度
ま
で
に
策
定
さ
れ
た
14

地
区
の
地
域
計
画
を
基
本
に
、
地
域
農

業
が
目
指
す
べ
き
農
地
利
用
の
姿
の
実

現
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
令
和
６
年

令
和
６
年

産
で
高
騰
し
た
米
の
買
取
価
格
や
高
止

産
で
高
騰
し
た
米
の
買
取
価
格
や
高
止

ま
り
し
て
い
る
資
機
材
価
格
な
ど
の
動

ま
り
し
て
い
る
資
機
材
価
格
な
ど
の
動

向
を
注
視
し
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営

向
を
注
視
し
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。  

商
工
業
振
興

　
市
内
企
業
に
対
す
る
人
材
確
保
の
支

援
を
図
り
な
が
ら
、
国
の
制
度
を
活
用

し
、
雇
用
対
策
や
企
業
誘
致
な
ど
地
域

経
済
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。  

行
い
ま
す
。 

　
総
務
部
で
は
、
事
務
事
業
総
合
調
整

室
を
総
務
課
に
機
能
を
移
行
し
ま
す
。

ま
た
、
収
納
推
進
課
に
は
税
務
課
の
納

税
係
を
移
行
し
、
課
税
部
門
と
納
税
部

門
を
分
け
た
組
織
体
制
と
し
ま
す
。 

　
市
民
福
祉
部
で
は
、
子
育
て
推
進
課

を
廃
止
し
、
機
能
を
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
移
行
し
ま
す
。

　
新
た
な
役
職
と
し
て
総
務
課
に
行
政

経
営
推
進
監
を
置
き
、
本
市
の
行
政
経

営
の
推
進
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

管
財
課
に
は
公
共
施
設
政
策
監
を
配
置

し
、
今
後
の
公
共
施
設
の
課
題
解
決
を

図
る
た
め
の
強
化
を
行
い
ま
す
。 

幸
福
度
全
国 

Ｎ
Ｏ
．
1 

の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
政
策
人
材
育
成　

　
令
和
7
年
度
も
政
策
人
材
育
成
を
推

進
し
ま
す
。
新
規
採
用
か
ら
部
課
長
ま

で
の
幅
広
い
層
を
対
象
と
し
た
人
材
育

成
を
進
め
、
政
策
形
成
力
、
工
程
管
理

力
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
多

面
的
な
能
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。 

要
方
針
を
軸
と
し
て
施
策
を
展
開
し
ま

す
。 
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